
大阪府立堺聴覚支援学校 小学部 教材紹介 

【絵日記・作文指導における取組の紹介】 

１． 日本語の指導における掲示物の紹介（小学部） 

 本校では、豊かな日本語を身につけるために、教室の掲示物の工夫を行っています。 

 小学部の取り組みを一部抜粋して紹介します。 

 

 低学年の掲示物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 高学年の掲示物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いつ、どこで、だれと、何をした等を

おさえて話をしたり、文章として書い

たりするために、視覚的にわかりやす

いような掲示物を教室に掲示する工

夫も行っています。 

また、相手の発表を聞いたときの感想

の伝え方も掲示して、わかりやすく 

示すなどの工夫も行っています。 

 作文を書くときに、様々なことばを使って豊かに表現できるように、感情や心情を表す様々な言葉をまとめて

掲示しています。（この掲示物は小学６年生の教室に貼っているものです） 

 



２． 低学年（重複学級）の作文指導の取り組みの一部紹介 

小学部 2年生 重複クラス 

1年生の後半より、作文指導を開始。 

 まずは、体験したことを教師と一緒に順に言葉に表してから書くことからスタート。 

 例）竹とんぼ作り   「はじめに、はさみで・・」 

                  「つぎに・・・。それから・・・」 

    ◎書き写してから読む⇒文の構造に触れる 

    ◎話が変わるときは 1マス目を黄色で塗る。 

⇒段落分けの初歩 

２年生に入ってから、朝の出来事を思い出して書く指導へ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

書くことへの苦手意識がある児童に対して、『枚数』や『書く量』という、児童にとっても見てわかり

やすい形でほめることで、少しずつ書くことに対する自信をもって取り組めるようになりました。 

 

大阪府立堺聴覚支援学校 小学部 

①今朝の出来事を 

 それぞれが思い出して書く 

     ↓ 

②タブレット端末で作文を撮って、 

テレビの画面に映し、みんなで読む 

     ↓ 

③質問タイム 

     ↓ 

④書いた作文は教師が回収する 

     ↓ 

   ＜次の日＞ 

⑤添削した作文を次の日に 

 子どもに渡す 

     ↓ 

⑥添削した作文を子ども自身が 

 読む 

     ↓ 

 また①の流れから始まる 

パターンから入る作文指導 

添削における工夫 

◎書き直しはその時にはしない。 

◎誤りの文章と正しい文章の両方を残しておく。 

→意欲を削がず、後から自分で気づいて自ら修正できる 

ように働きかける。 


